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６月定例議会で決まったこと　
６月定例議会では、一般会計補正予算など19件の議案と３件の意見書案を可決し、市長から６件の報告を受け

ました。また、１件の請願については採択とし、１件の陳情については継続審査としました。

一般質問では２日間で８名が登壇し、新型コロナウイルス感染症対策および支援策など、活発な議論が交わさ

れました。

議　案　名 結 果
令和２年度延岡市一般会計補正予算 原案可決

延岡市税条例の一部改正 原案可決

延岡市山村定住住宅条例の一部改正 原案可決

延岡市国民健康保険条例の一部改正 原案可決

延岡市国民健康保険税条例の一部改正 原案可決

延岡市手数料条例の一部改正 原案可決

延岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決

延岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決

延岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決

延岡市手話の普及及び障がいの特性に応じたコミュニケーション手段の利用促進に関する条例の制定 原案可決

延岡市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正 原案可決

財産の取得（小型動力ポンプ付積載車） 原案可決

市道の路線認定（２路線） 原案可決

指定管理者の指定（延岡市子育て支援総合拠点施設） 原案可決

監査委員の選任（林田　淳子　氏） 原案同意

カルチャープラザのべおか条例の一部改正 原案可決

財産の取得（救助工作車Ⅲ型） 原案可決

令和２年度延岡市一般会計補正予算（二次分） 原案可決

副市長の選任（中間　弘　氏） 原案同意

報　告　案　件
令和元年度延岡市繰越明許費繰越計算書の報告

令和元年度延岡市水道事業会計予算繰越計算書の報告

令和元年度延岡市下水道事業会計予算繰越計算書の報告

専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）外２件

請 願 ・ 陳 情 結 果
介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化などの制度見直しの中止、介護従事者の処遇改善
など、介護保険制度の改善を求める意見書提出に関する請願

取 下 げ

「使おやっ！のべおかプレミアム商品券」発行についての請願書 採　　　択

長浜・方財海岸の浸食対策について 継続審査
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延岡市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部改正（厚生教育委員会）

概　要

重度心身障害者等への医療費助成事業を行う市町村に対する県の交付要綱の改正に

伴い、助成内容及び助成の方法に関する規定の改正を行いました。

(1)助成内容の改正
現　行 改　正　後

診療の内容が入院、入院外

（外来）、調剤のいずれである

かを問わず、１月の一部負担

金から1,000円を控除した額

入　院 変更なし
入院外
(外来)

１月につき、保険医療機関等ごとに一部負
担金に相当する額から500円を控除した額

調　剤 一部負担金に相当する額の全額

(2)助成の方法の改正
現物給付を原則とする。（県外の診療機関を受診した場合や資格証を提示せずに受診

した場合の医療費等については、これまで同様、助成対象者の申請に基づき支給。）

※現物給付：�助成対象者は自己負担のみ保険医療機関に支払い、残りの医療費について

は市が負担すること。市の窓口での申請手続が不要となる。

令和2年度延岡市一般会計補正予算（予算審査特別委員会）

概　要
新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、厳しい現状にある本市経済の再生

を図るため、プレミアム率30％のプレミアム付商品券の発行事業や、市内の生産者または

事業者が販売する地元農林水産物等のセット割引販売に対する助成を行う事業などが計

上されました。

主な
質疑・応答

【教育資金緊急融資事業】
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う厳しい経済事情等により、学生等が学業を断念

することのないように、他の学費の免除制度や猶予措置が受けられない者を対象に無利子・

無担保での教育資金の融資を行う。《補正額：50,500千円》

問．連帯保証についてはどのように考えているのか。

答．延岡信用金庫による融資については連帯保証を必要としないが、市直営分については、

無収入の市外出身の学生への貸付となるため、保護者の連帯保証が必要となる。また、

確実な債権の回収が行えるよう、卒業後の就職先等について、大学へ聴取することに

ついて承認することを融資の必須条件としている。

【使おやっ！のべおかプレミアム商品券発行事業】
市民による市域内での消費活動（域内消費）を促し、地域経済の活性化を図るため、プ

レミアム付商品券を発行する。（８月中旬より事前予約申込の受付開始）

《補正額：285,300千円、二次補正額：15,300千円》

問．地元の小規模事業者限定で取り扱い可能な商品券を発行する考えはないか。

答．今回の新型コロナウイルス感染症では、外出自粛の影響により、あらゆる業種の消費

が落ち込んでいる。例えば、農家や漁業者などの生産者も、消費の出口となる大型店

やスーパーでの消費が向上せず苦しんでおり、何か対策しなければいけない状況で

ある。今回の商品券事業では、とにかく市民の消費喚起と、生活が苦しくなった方へ

の生活支援が必要と考えており、そのような中、店舗の規模の大小で、商品券の発行

枚数などを区別し、利用店舗を制限することはふさわしくないと考える。

主な議案の委員会審査報告
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議員８名が一般質問市政を問う！
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

【問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
補

正
予
算
編
成
に
お
い
て
重

要
視
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
。

【
答
】
感
染
拡
大
防
止
、
緊

急
経
済
対
策
、
子
ど
も
の

学
習
・生
活
支
援
、
全
市
内

が
被
災
地
と
い
う
認
識
で

の
対
策
の
実
施
、
ス
ピ
ー
ド

の
五
点
を
重
要
視
し
た
。

小
中
学
校
の
コ
ロ
ナ
対
策

【
問
】
学
校
生
活
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
施
策
は
。

【
答
】
触
れ
る
場
所
の
消
毒

を
、
全
職
員
で
毎
日
放
課

後
に
行
う
な
ど
、
徹
底
し
た

感
染
予
防
対
策
に
努
め
て

い
る
。

南
延
岡
駅
の
整
備

【問
】バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の

取
り
組
み
は
。

【
答
】
今
後
も
要
請
活
動
を

さ
ら
に
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
市
が
先
頭
に
立
っ
て
、

官
民
一
丸
と
な
っ
た
強
力

な
働
き
か
け
を
Ｊ
Ｒ
九
州

や
国
・県
へ行
う
。

友愛クラブ
本部 仁俊 議員

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

【問
】商
品
券
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
商
品
券
の
予
約
販
売

や
電
子
版
商
品
券
の
仕
組

み
等
を
わ
か
り
や
す
く
丁

寧
に
説
明
す
る
な
ど
万
全

の
取
り
組
み
を
行
う
。

民
間
主
体
イ
ベ
ン
ト

【問
】イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
は
。

【
答
】
６
月
１９
日
以
降
、
市

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
実
施

基
準
の
制
限
緩
和
を
行
う

こ
と
に
し
て
お
り
、
民
間
主

体
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
こ
の
新

し
い
基
準
に
基
づ
き
助
言

す
る
予
定
。

小
中
学
校
臨
時
休
業

【問
】
学
力
や
体
力
を
伸
ば

す
た
め
の
対
策
は
。

【
答
】
学
力
指
導
の
時
間
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
学
習

評
価
資
料
の
作
成
時
期
の

見
直
し
、
出
張
や
学
校
行

事
等
の
精
選
に
努
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
に
も
取
り
組

む
。
体
力
の
向
上
は
、
三
密

を
避
け
な
が
ら
の
体
育
の

授
業
や
部
活
動
に
お
け
る

実
施
内
容
及
び
方
法
の
工

夫
に
つ
い
て
指
導
す
る
。

注
１

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置

【
問
】
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
が

本
市
で
も
目
に
つ
き
始
め
た
。

設
置
に
あ
た
り
、
環
境
破
壊
や

地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
て
い
る
。
規
制
等
の
法
律
が

不
備
で
効
果
的
な
行
政
指
導

が
で
き
ず
、
住
民
か
ら
不
満
の

声
を
聞
く
。
市
独
自
の
規
制

条
例
等
は
作
れ
な
い
の
か
。

【
答
】
条
例
で
必
ず
し
も
十

分
な
対
応
が
で
き
な
い
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
べ
き
か
検
討

し
て
い
く
。

小
規
模
工
事
等
契
約
登

録
希
望
者
制
度

【
問
】
こ
の
制
度
の
定
期
受

付
は
来
年
11
月
で
あ
る
た

め
、
未
登
録
事
業
者
は
現

在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
間
に
合

わ
な
い
。
定
期
受
付
を
前

倒
し
で
き
な
い
か
。

【答
】最
近
の
極
め
て
厳
し
い

経
済
状
況
に
鑑
み
、
７
月
か

ら
受
付
を
開
始
し
、
１２
月

ま
で
の
期
間
、
随
時
受
付
を

行
い
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

新
型
コ
ロ
ナ
禍
対
応
の
支
援
策

注
２

水
産
業
振
興

【
問
】
養
殖
魚
の
学
校
給
食

へ
の
提
供
の
考
え
は
。

【
答
】
養
殖
魚
の
消
費
拡
大

や
販
路
開
拓
等
の
観
点
か

ら
も
効
果
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国
・
県
に
対
し
て
、
提
供
回

数
の
年
１２
回
ま
で
の
拡
大
、

補
助
上
限
単
価
の
引
き
上

げ
、
次
年
度
以
降
の
事
業

継
続
等
を
要
望
し
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

【
問
】
通
信
環
境
の
良
し
悪

し
で
学
び
に
差
が
出
て
、
学

習
格
差
に
繋
が
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
る
が
、
児
童
の

い
る
家
庭
の
通
信
環
境
整

備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
現
実
問
題
と
し
て
回

線
が
つ
な
が
り
に
く
い
地
域

等
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
環

境
に
差
が
あ
る
と
と
ら
え

て
い
る
。
民
間
の
設
備
投
資

へ
の
期
待
や
公
的
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て
関
係
機
関
へ

要
望
し
て
い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
市
の
方
向
性

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

【
問
】
本
市
全
体
の
経
済
状

況
悪
化
の
対
策
と
し
て
、

地
元
で
お
金
を
回
す
仕
組

み
を
作
る
た
め
の
対
策
は
。

【
答
】
市
民
の
市
内
で
の
消
費

活
動
を
促
し
、
地
域
経
済
の
再

生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

過
去
最
大
規
模
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
に
取
り
組
む
。

地
元
就
職
の
現
状
と
対
策

【
問
】
本
市
高
校
卒
業
者
の

５８
％
が
地
元
で
就
職
し
、

約
４
割
が
他
県
へ
流
出
す

る
現
状
と
、
地
元
就
職
の

た
め
の
対
策
は
。

【
答
】市
外
県
外
の
就
職
率
が

高
い
の
は
給
与
水
準
や
生
活
の

利
便
性
の
高
さ
、
希
望
す
る
企

業
や
職
種
が
無
い
と
の
理
由

で
あ
る
。
本
市
企
業
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
、
県
北
約
６０
社
に

よ
る
地
元
高
校
生
向
け
の
合

同
説
明
会
の
開
催
や
、
地
元

企
業
で
働
く
人
の
生
の
声
を
届

け
る
授
業
「
教
え
て
先
輩
」
を

工
業
高
校
で
開
催
し
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

多
目
的
屋
内
施
設
整
備

救
急
体
制

【
問
】
救
急
車
内
は
隊
員
の

感
染
リ
ス
ク
が
高
い
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
救
急
搬
送
の
感

染
防
止
対
策
は
。

【答
】国
の
示
す
標
準
感
染
予

防
策
に
加
え
、
全
身
タ
イ
プ

の
感
染
防
止
衣
や
Ｎ
９５
　
　

マ
ス
ク

を
着
用
す
る
。
感
染
症
が
疑

わ
れ
る
患
者
の
搬
送
後
に
は

救
急
車
内
を
消
毒
し
、
隊
員

は
全
身
を
洗
浄
す
る
な
ど
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

家
庭
内
暴
力・児
童
虐
待

【
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
、
外
出
自

粛
や
学
校
の
休
校
、
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
で
家
に
い
る

こ
と
が
増
え
た
こ
と
で
、
増

加
の
報
道
等
が
あ
る
。
本

市
の
状
況
は
。

【答
】３
月
か
ら
５
月
の
児
童

虐
待
の
相
談
世
帯
数
は
３０

世
帯
。
家
庭
内
暴
力
の
相

談
件
数
は
減
少
し
て
い
る
。

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
判

断
は
つ
き
か
ね
る
が
、
引
き

続
き
細
心
の
注
意
を
払
い

防
止
に
努
め
て
い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ご
み
収
集

注
３

自民党きずなの会
松田 満男 議員

日本共産党
平田 信広 議員

自民党きずなの会
柴　浩信 議員

友愛クラブ
甲斐 行雄 議員

社民党市議団
長友 幸子 議員

６月16日 質問
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避
難
所
の
感
染
症
対
策

【
問
】
咳
や
発
熱
な
ど
の
症

状
が
出
て
い
る
人
等
は
、
ど

こ
に
避
難
す
れ
ば
い
い
の
か
。

【
答
】
専
用
の
避
難
場
所
と

し
て
「市
民
体
育
館
」「曽
木

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」「北

浦
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」「ホ

タ
ル
の
館
」
の
４
か
所
を
設

け
た
。
こ
の
４
か
所
の
専
用

の
避
難
場
所
、
も
し
く
は
専

用
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
指
定

緊
急
避
難
所
に
避
難
す
る
。

延
岡
市
地
元
事
業
者
緊
急
支
援

【問
】
売
上
が
前
年
同
月
比

２５
％
か
ら
５０
％
未
満
の
減

少
を
し
て
い
る
中
小
事
業

者
等
に
、
申
請
に
よ
り
上

限
３０
万
円
が
給
付
さ
れ
る

事
業
だ
が
、
窓
口
で
受
付

は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
予
約
を
受
け
た
う
え

で
、
休
日
に
対
面
で
の
申
請

受
付
を
６
月
中
か
ら
実
施

す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

【問
】減
免
の
周
知
方
法
は
。

【
答
】
７
月
上
旬
に
発
送
す

る
当
初
課
税
通
知
書
に
チ

ラ
シ
を
同
封
す
る
。

保
育
士
等
へ
の
慰
労
金
支
給

【
問
】
国
の
慰
労
金
支
給
対

象
に
入
ら
な
か
っ
た
保
育

士
等
児
童
福
祉
従
事
者
へ

市
独
自
の
慰
労
金
が
支
給

で
き
な
い
か
。

【答
】
国
の
「新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括

交
付
金
」
を
活
用
し
て
、
で

き
る
だ
け
早
く
予
算
計
上

で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

延
岡
市
独
自
の
家
賃
補
助

【
問
】
国
の
制
度
に
該
当
し

な
い
事
業
者
に
対
し
て
市

独
自
の
家
賃
補
助
が
で
き

な
い
か
。

【答
】
本
市
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
や
緊
急
支
援
給
付

金
を
活
用
し
て
支
援
し
て
い

く
。

延
岡
城
三
階
櫓
の
復
元

【
問
】
市
史
編
纂
事
業
に
合

わ
せ
て
延
岡
城
三
階
櫓
を

復
元
で
き
な
い
か
。

【
答
】
復
元
が
実
現
す
れ
ば

延
岡
市
民
の
大
き
な
財
産

に
な
る
が
、
財
政
的
な
面
に

よ
り
、
今
直
ち
に
着
手
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

注
４

公明党市議団
三上　毅 議員

令和のべおか 
市民派クラブ
猪之鼻 哲 議員

【
用
語
解
説
】

【
注
１
】
電
子
版
商
品
券

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
電

子
決
済
で
き
る
商
品
券
。

【
注
２
】
小
規
模
工
事
等
契
約
登

録
希
望
者
制
度

小
規
模
な
建
設
工
事
、
修
繕
又

は
維
持
管
理
業
務
に
係
る
契
約
に

つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
事
業
者
を
希

望
に
よ
り
登
録
す
る
制
度
。

【
注
３
】
Ｎ
９５
マ
ス
ク

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
労
働
安
全
衛

生
研
究
所
が
定
め
た
規
格
で
、
油
分

を
含
ま
な
い
空
気
中
の
固
体
・
液
体

の
煙
霧
質
の
９５
％
以
上
を
除
去
す

る
効
果
が
あ
る
マ
ス
ク
。

【
注
４
】
延
岡
城
三
階
櫓

三
階
建
の
櫓
。
延
岡
城
で
は
天

守
閣
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、

江
戸
時
代
に
火
災
で
焼
失
。

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

１
．
防
災
・減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
を
推
進
す
る

た
め
、
国
、
県
及
び
市
町
村
が
行
う
対
策
に
必
要
な
予
算
の
総
額
確

保
を
図
る
こ
と
。

２
．
３
か
年
緊
急
対
策
後
も
、
継
続
し
て
国
土
強
靭
化
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
。
ま
た
、
災
害
復
旧
・災
害
関
連
予
算
の
確
保
や
補
助
対
象
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
財
源
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

３
．
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
戦
略
的
な
現
有
ス
ト
ッ
ク
の
修
繕
や
更
新

等
の
老
朽
化
対
策
が
確
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、
長
期
安
定
的
に
必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

（一
部
抜
粋
）

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

１
．
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２
．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

（一
部
抜
粋
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

１
．
社
会
保
障
、
災
害
対
策
、
環
境
対
策
、
地
域
交
通
対
策
、
人
口
減
少

対
策
な
ど
、
増
大
す
る
地
方
自
治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、

こ
れ
に
見
合
う
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

２
．
急
増
す
る
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
への
対
応
と
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
社

会
保
障
予
算
の
確
保
及
び
地
方
財
政
措
置
を
的
確
に
行
う
こ
と
。

３
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
国
が
予
算
化

し
た
交
付
金
を
今
年
度
の
補
正
予
算
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
地
方

自
治
体
に
お
け
る
感
染
状
況
や
感
染
防
止
対
策
、
地
域
経
済
回
復
策

に
お
け
る
財
政
需
要
を
把
握
し
つ
つ
、
２
０
２
１
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、

国
の
責
任
に
よ
り
十
分
な
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

（一
部
抜
粋
）

意見書を国に提出!

６月17日 質問

延岡市議会では、本市だけでは解決できない課題について、地方自治

法に基づき意見書を提出しています。

６月定例議会では３件の意見書案を可決し、国に提出しました。
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５月８日に第７回臨時議会

が開かれ、９議案が審議され

ました。

また、副議長の選挙や各常

任委員会委員、議会運営委

員会委員の選任のほか、専

決処分の報告なども行われま

した。

審議された議案 審議結果
公平委員会委員の選任（津田　洋行　氏） 原案同意

公平委員会委員の選任（高橋　一善　氏） 原案同意

固定資産評価員の選任（吉田　光成　氏） 原案同意

令和２年度延岡市一般会計補正予算 原案可決

延岡市税条例の一部改正 原案可決

延岡市介護保険条例の一部改正 原案可決

専決処分の承認（延岡市税条例等の一部改正） 承　　　認

専決処分の承認（令和２年度延岡市一般会計補正予算） 承　　　認

監査委員の選任（長友　幸子　氏） 原案同意

５月臨時議会報告

令和２年度延岡市一般会計補正予算

概　
要

新型コロナウイルス感染症の全国的な

拡大が、本市における経済活動や家計

等により深刻な影響を及ぼしている状況

を踏まえ、市民のくらしと雇用、地域経済

を守るために、緊急対策を実行するもの。

主
な
質
疑・応
答

問．夜間急病センター内ＰＣＲ検査
室整備事業に関して、夜間急病
センター内にＰＣＲ検査室を整
備することで、保健所を経由し
なくてもＰＣＲ検査を行えるよ
うになるのか。

答．夜間急病センターで実施するＰＣＲ

検査は、保健所が実施する行政検

査とは別の検査になる。厚生労働

省が３月６日からＰＣＲ検査を保険適

用としたことから、医師の判断のもと

独自に検査を行えるようになったも

のである。

予算審査特別委員会　審査内容報告 延岡市議会新型コロナウイルス
感染症対策会議を設置
５月８日付けで、「延岡市議会新型コロナウイルス

感染症対策会議」を設置しました。

【目　　的】�議会における新型コロナウイルス

� 感染症対策に関する協議及び調整

【構�成�員】�議長、副議長及び常任委員会委員長

� 並びに会派代表者

【設置期間】�令和２年５月８日（議決日）～

� 令和３年５月16日

� （常任委員会委員任期の末日）

【活動内容】�①議会における感染防止策の検討・

� 　�実施

� ②市当局への事情聴取

� 　�（現状・対策等）

� ③各常任委員会との連絡調整

� ④各常任委員会からの調査結果報告

� 　�の取りまとめ

哀
悼
の
意
を
表
し
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

故  

塩
月 

盈 

氏 

を
悼
む

元
市
議
会

議
員
の
塩
月

盈
氏
が
、
去

る
２
月
19
日

に
87
歳
で
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

塩
月
氏
は
、
昭
和
50
年
に
初
当

選
さ
れ
、
３
期
12
年
に
わ
た
り
本

市
の
発
展
と
地
方
自
治
の
進
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

故  

髙
見 

正
生 

氏 

を
悼
む

元
市
議
会

議
員
の
髙
見

正
生
氏

が
、

去
る
５
月
28

日
に
73
歳
で

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

髙
見
氏
は
、
平
成
13
年
に
北
方
町

議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、
４
年
間

北
方
町
議
会
議
員
を
、
ま
た
、
合
併
特

例
に
よ
り
、
平
成
19
年
ま
で
延
岡
市
議

会
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
に
は
、
北
方
町
議
会
副

議
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
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５月の臨時議会におきまして、副議長に就任いたしました。

日々、責任の重さを痛感しています。

松田議長を支えながら、また、皆様のお力添えをいただきながら、円滑な議会運営

と議会の更なる活性化に努めてまいります。

新型コロナウイルス感染症の拡大や、経済の低迷が大きな問題となっている中、今

後の第２波、第３波にも備え、市民の安心安全、福祉向上のため、全力で取り組んで

まいります。

先が見えないことで、市民の皆様の不安も多々あるかと思いますが、議会で議論し

ながら、皆様のための議会となるよう、日々精進してまいります。

今後とも皆様のご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

令
和
２
年
度
の
議
会
構
成

議 長 松　田　和　己

新体制が決まりました副 議 長 中　城　あかね
監査委員 長　友　幸　子

総
務
政
策
委
員
会

委 員 長 甲　斐　正　幸
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

委 員 長 早　瀨　賢　一
副委員長 下　田　英　樹 副委員長 中　城　あかね
委 員 比江島　久美子 委 員 田　村　吉　宏
委 員 柴　　　浩　信 委 員 松　本　哲　也
委 員 甲　斐　行　雄 委 員 小　野　正　二
委 員 長　友　幸　子 委 員 平　田　信　広
委 員 佐　藤　　　誠 委 員 河　野　治　満
委 員 松　田　満　男 委 員 佐　藤　　　誠

産
業
建
設
委
員
会

委 員 長 田　村　吉　宏
副委員長 上　杉　泰　洋

地
域
新
電
力
事
業
調
査

特
別
委
員
会

委 員 長 稲　田　雅　之
委 員 吉　本　　　靖 副委員長 甲　斐　正　幸
委 員 北　林　幹　雄 委 員 吉　本　　　靖
委 員 三　上　　　毅 委 員 峯　田　克　明
委 員 早　瀨　賢　一 委 員 柴　　　浩　信
委 員 平　田　信　広 委 員 長　友　幸　子
委 員 中　城　あかね 委 員 三　上　　　毅
委 員 稲　田　雅　之 委 員 本　部　仁　俊

厚
生
教
育
委
員
会

委 員 長 小　野　正　二
副委員長 白　石　良　盛

議
会
運
営
委
員
会

委 員 長 本　部　仁　俊
委 員 松　田　勝　則 副委員長 北　林　幹　雄
委 員 峯　田　克　明 委 員 田　村　吉　宏
委 員 猪之鼻　　　哲 委 員 松　本　哲　也
委 員 甲　斐　忠　篤 委 員 三　上　　　毅
委 員 松　本　哲　也 委 員 河　野　治　満
委 員 本　部　仁　俊 委 員 佐　藤　　　誠
委 員 河　野　治　満

副議長 就任あいさつ

副 議 長
中 城 あかね
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季
節
は
、
い
つ
の
間
に
か
梅

雨
も
過
ぎ
、
夏
真
っ
盛
り
で
す
。

な
の
に
、
春
の
到
来
や
薫

風
さ
わ
や
か
な
５
月
を
感
じ

る
間
も
な
く
過
ご
し
た
感
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
何
故
で

し
ょ
う
か
。

テ
レ
ビ
で
花
火
師
さ
ん
の

談
を
聞
き
ま
し
た
。

花
火
を
打
ち
上
げ
た
理
由

に
「
花
火
を
見
る
の
に
、
皆
、

顔
を
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
。

コ
ロ
ナ
自
粛
で
憔
悴
し
て
い
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
に
顔
を

上
げ
て
ほ
し
い
。
前
を
向
い
て

ほ
し
く
て
、
花
火
を
打
ち
上

げ
た
ん
だ
」
と
。

そ
う
か
、
４
月
、
５
月
、
確

か
に
空
を
見
る
余
裕
が
な
か
っ

た
か
ら
、
移
り
ゆ
く
季
節
を

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

今
年
も
半
年
以
上
過
ぎ
ま

し
た
。

顔
を
上
げ
て
、
一
日
、
一
日

を
前
向
き
に
明
る
く
頑
張
ろ

う
と
、
心
新
た
に
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

編
集
後
記

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

第
96
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
多
年
に
わ
た
る

地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
し
た
功
績

に
よ
り
、
松
田
和
己
議
員
が
25
年
勤

続
議
員
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

６
月
定
例
議
会
閉
会
日
に
、
議
場

で
表
彰
状
の
伝
達
並
び
に
市
長
よ
り

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
中
城
あ

か
ね
副
議
長
、
読
谷
山
市
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
松
田
和

己
議
員
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

右
か
ら
、
中
城
あ
か
ね
副
議
長
、
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市議会本会議の録画映像インターネット配信の試行

本市議会では、さらに開かれた議会を目指すことを目的に本会議映像のインターネットによる配
信実施の検討を行ってきました。議会活性化特別委員会において検討した結果、今回、本会議の映像
すべてについて、YouTubeを活用した録画配信を７月上旬より試験的に行うこととしました。

（１）配信内容
　　令和２年３月定例議会からの本会議の映像

（２）配信方法
　　YouTube

■�令和２年12月定例議会までを
試行期間とします。運用に支
障がないことが確認できれば、
令和３年３月定例議会から正
式な運用を開始します。

【視聴方法】
①延岡市のホームページ
　　　　↓
②「延岡市議会」（トップページ上部左側）
　をクリック
　　　　↓
③議会情報一覧の「録画配信」をクリック

　※一般質問は質問者ごとの映像
　※最大２時間以内の動画サイズで配信

【テレビ放映】　ケーブルメディアワイワイ　111 ch
【ラジオ放送】　ＦＭのべおか　88.6 ＭＨｚ
【会議録検索システム】　延岡市ホームページ　＞　延岡市議会　＞　会議録検索

「録画配信」は
こちらへ


